
・b月22日（金）牛像7：00～8：20

・会場：サンライフ南相島

／相双教職員九条の

・入場料‥500円
北洋章クリーニング・
・れすとろんばぴさん

九条の会／相馬九条の全
会

朗膿紆劇柑朋肌溜飢漑抑／
虞金吾劇好きの壱一方芽ごす／
『九条の会ニュース』24＿号でお知らせしたよう
に、「憲法第9条を護ることを求める意見書」を、
請顧者「はらまち九条の会」・「小高九条の会」・「鹿
島九条の会」・「相双教職員九条の会」・「映画「日
本の青空」上映甫相馬実行委員会」として、6月
1日、解介議員櫻井勝延氏で市蕎会に提出しまし

考。この意見書が6月の議会で採択されれば、南
相馬市議会議長名で「内閣総理大臣安倍晋三」「法
務大臣長勢甚遠」「衆議院議長河野洋平」「参議院
議長扇千景」に送付されます。
みなさんで、6月議会に注目しましょう。

※「相双教職員九条の会」について、「相双地区退職

教職員九条の会Jと㌢ラシやポスターなども誤って雷

いてしまいましたお詫びし訂正いたします。

甫相馬市議 議会
（2007

1太田淳一（原町区）
2田中一正（原町区）
3自蔵利夫（原町区）
4今村　裕（小高区）
5竹野光雄（小高区）
6棲井勝延（原町区）
7小川尚－（原町区）
8渡部寛一（小高区）
9志賀稔宗（小高区）
10平田武（原町区）
11小林正幸（小高区）
13宝玉義則（原町区）
14坂本恒雄（原町区）
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15土田美恵子（原町区）
16寺内安規（鹿島区）
17酉　一倍（鹿島区）
18五賀和雄（鹿島区）
19湊　清一（原町区）
20郡　俊彦（鹿島区）
21小林吉久（鹿島
22小林一成（原町

区
区
〓23小林チイ（原町区）

24西　鉄治（鹿島区）
25横山元巣（原町区）
26高野光二（小高区）

以上2
政治は中央からの命令だけでなく、地方の「草の
根」から生まれ、始まります。南相馬市の蓼合も・
市長さんと市議さんたちの考えと行動によって、

市民の幸せや生活や安全が左右されます。噂

（フ′裁■屋上ご∠アシ′∠フライrつ才ノ　の」好、挙欝や磨〝をどお手伝いの
できる方、£申し一歩¢ださい。きβ午慶4麻、会．蓼「ケンライ潮．夢ノ仁二等倉ください。
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憲
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憲
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憲
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まつもと・＿甲を1952年鹿児島県生
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くむ異色の芸人。埼玉県新座市在住。
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憲
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え
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運
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習
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た
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憲
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憲
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憲
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ぼ
く
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っ
て
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ま
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。

女
・
写
真
　
金
子
徹


